
石垣番号 kt 015 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 犬走り 石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 9.70     下端 9,70

石垣高さ
左 0.28           右 0.58

最高 2.63  最高点位置

石垣勾配
2こ  0.00            ,ζ  O.00

最高地点 0,30

地盤状況 岩 。その他(一部平地 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

・岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 2

|

全景写真 1
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石垣番号 kt 016 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 犬走り 石 lB位置 骸 当石垣 は円内中心部に在する )

%
マ 、ブ ・

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 330         下端 330

石垣高さ
左 058           右 028

最高 085  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.20

地盤状況 斜面 。その他(一部岩の上)

石材種別 割石(小石材)

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 露岩上に築造、残存部にズレがみられる。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1

16



石垣番号 kt017 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 犬走 り 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中 心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角(鈍角)

石垣延長 天端 410 下端 400

石垣高さ
左 028           右 0.33

最高 077  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜面(急斜面)

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材が多い。

破損の要因と破損状況
略 図

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 lct 018 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(斜面)

左1出角

石垣延長 天端 下 端

石垣高さ
左 035            右 030

最高 0.35  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 000

最高地点 000

地盤状況 斜面

石材種別 害幅百

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 全壊

構築年代

危 険 度 全壊

特記事項 底部に残石が数石程度。

破損の要因と破損状況
図

方2騒 り
'}過

全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 kt019 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石 llHは 円内中 心部に直す る )

角の形状

右 1出角

左1出角・シノギ(低 )

石垣延長 天端 540     下端 540

石垣高さ
左 080           右 0.35

最高 0.80  最高点位置

石垣勾配
左 0,00           右 000

最高地点 000

地盤J犬況 斜面(急斜面)

石材種別 害1石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B ち彰併フ拷多ちオ下
=

特記事項 角張つた石材使用。シノギ(低 )

破損の要因と破損状況
略 図

ル笠 |よ罵舟彿匙

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

・石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kt 020 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名 |

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 出角・シノギ(低 )

左 1出角(鈍角)

石垣延長 天端 1.70 下端

石垣高さ
左 0.60           右 0.80

最高 0.80  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C //%7//今/多/て _十~

特記事項 底部に比較的大きな石材使用。しのぎ(低 )。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kt021 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 石 lB位置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

勃 デチすす||す||||キキキキキIIIIIIIIIII子
角の形1犬

右 1出角(鈍角、ほぼ180° とこ近い)

左 |す り付け

%

石垣延長 天端 086         T端  0.86

石垣高さ
左 063            右 0.63

最高 063  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0,00

最高地点 000

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良 好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 角張つた石材を使用。

破損の要因と破損状況
略 図

花 移p唆

売割塀朝

金景写真 1
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石垣番号 kL022 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位
昔
〒 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′酪 Бに花する)

角の形状

天端 240         下端 2.85石垣延長

石垣高さ
左 2.00           右 012

高 200  最高点位置

石垣勾配
左 020

最高地点 0.20

斜面

割石

打込ハギ・乱積

良好

Ⅲ期

地盤状況

石材種別

石積工法

石垣現状

構築年代

危 険 度 C ル タ%/ク/多イ/ゆ ユーーー              |

特記事項 小石材が多い。左隅角丸く積む。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 kt 023 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位
工旱

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端  9。 14         下端 10!00

石垣高さ
左 3.81           右 2.00

最高 3.81  最高点位置

石垣勾配
左 030           右 0.20

最高地点 030

地盤 1犬況 その他(犬走 り)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 比較的整った (石材の合端が合う)積み方。石材も揃っている。算木積 (低)。 右隅角丸く積む。

破損の要因と破損状況
略 図

左変曲点
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切通及び番所跡

石 垣 位 置 (i亥 当石垣は円内中心音[に在する)

角張つた石材使用。算木積 (低)。 ソリあり。

略 図

飴
天端 1.05     下端 1.80

左 2.30           右 3.81

その他(犬走り)

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 kL025 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名
|

石垣部位
昔
〒 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 1入角

左 |す り付け イノ／ノわ／／イ才
一一　一コ一一湿

推

″
ｒ
ｔ
呵
マ
ァ
Ｗ
ゴ

石垣延長 天端 を傷     下端 430

石垣高さ
左 020           右 220

最高 220  最高点位置 て 多 クケ
石垣勾配

左 0.00           右 010
″

軍エ

最高地点 0.10 Э 準
づ
上地盤状況 その他(犬走 り十一部斜面(左側 ))

石材種別 割石
υヽ

石積工法 打込ハギ・乱積
%|ウ 抒

/試

石垣現状 ハラミ・ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 垂直に近い勾配。右角はkt24にすり付けているようである。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

・岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、ヌケ、小ハ
ラミがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kt 026 1地 区 名 1    切通及び番所跡 曲 輪 名

石垣部位 道 路 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(岩 )

左 |す り付け

石垣延長 天端 700          下端 7.00

石垣高さ
左 0.12           右 0.35

懸
最高 1.06  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 040

地盤状況 斜面・岩 (中 央 )

石材種別 割 石 ‐   埓

石積工法 打込ハギ・乱積 万著雲Fとi慧
石垣現状 小ハ ラミ

芽  2m構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小さめの石を用いて道に沿つて曲面を持つ。石材角張つた石が多い。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

遮ど縁服カサ)

・岩盤と築石面の不整合など
により、 小ハラミがみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 oi001 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右|す り付け

左 |す り付け(土 )

石垣延長 天端  13.86 下端

石垣高さ
左 0.15           右 0.00

最高 2.85  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 0,25

地盤状況 斜面 。その他(水路)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ハラミ。ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 園路で分断。

破損の要因と破損状況
略 図

。施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ハラミ、部
分崩壊がみられる。

全景写真 2全景写真 1

‐

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

Ｌ
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石垣番号 oi002 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位 その他(水路の側壁) 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(石垣に)

左 |す り付け

石垣延長 天端 450     下端 450

石垣高さ
左 0.33            右 0.55

最高 0.55  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 その他(水路)

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 長形の角張った石材。

破損の要因と破損状況
略 図

012345m

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 o1003 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位 その他(水路) 石 垣 位 置 llT/x4当 石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左|す り付け(oと001)

石垣延長 天端 450     下端 450

石垣高さ
左 047        右 0.28

最 高 047  最高点位置

石垣勾配
左 0.00      右 OЮ0

H更 品地点 0.00

地盤状況 その他(水路)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 角張つた石材使用。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 o1004 1地 区 名 1       大池 由 輪 名

石垣部位 その他(池 ) 石 lB位置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

嗅く

角の形状

右 1入角

左 1入角

石垣延長 天端 3.00         下端 2.80

石垣高さ
左 2.10            右 2.08

最 高 2.10  最高点位置

石垣勾配
左 0.25            右 0.25

最高地点 0.25

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 ナナメに積んでいるがt特に天端の裏側 (裏込)がないので不安定 (当 初から排水路としてなかったものか不
明)。 全休に丁寧に積む。

破損の要因と破損状況

舅呼:壕 tl励

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 oと005 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 偏亥当石垣は円内中′酪 【に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 下端 0,70

石垣高さ
左 170      右 2.19

最高 219  最高点位置

石垣勾配
左 010            右 020

最高地点 020

地盤状況 平坦面(?)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 天端石の欠落

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 安定している。角石は切石に近い整形した石。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部 に在する )

矢六がある。切石 1～ 2石含む。丁寧に整形した石材を用いる。欠損したなりに安定。算木積 (低)。 間詰石の
ヌケあり。

略 図

0               ,               2               3m

天端 360         下端 3.20

左 2,19           右 206

最高 219

打込ハギ・乱積

天端石の欠損

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 oi 007 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位
一旱

石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′酵 [に在する)

煎

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 9.20         下端 8.90

石垣高さ
左 2.06            右 283

最高 2.83  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 015

最高地点 0.15

地盤状況 その他(池 )

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズレ。天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 正方形に近い石が多い。全体的にはしっかり積んでいて良好な状態。矢穴跡の石材数石みられる。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

キ

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

石垣天端の樹木の影響など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

水による影響などにより、
ズレ、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 o1008 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 2.65         下端 3.10

石垣高さ
左 2.83           右 0.15

最高 2.83  最高点位置

石垣勾配
左 0.15           右 0.00

最高地点 0.15

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 部分崩壊・割レ・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 階段壁部及び天端欠損。欠損なりに安定。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

翫
ヽ

。施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊、ワレ、
カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 o1009 1地 区 名 1       大池 由 輪 名
|

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

／
　
　
　
　
／

添激

角の形状

右 1出角

左 |す り付け (?)

石垣延長 天端 3.55     下端 3.85

石垣高さ
左 0.06            右 293

最高 2.93  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面・その他

石材種別 割石(切石に近い)

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 天端石の欠損

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 間詰石のヌケあり。切石に近い整形した石。算木積(高 )。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

間詰石のヌケあり。安定している。

略 図

絡 Pヶ

天端 985     下端 940

左 2.93           右 1.70

打込ハギ・乱積

ヌケ・天端石の欠落

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

・水による影響などにより、
ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 o1011 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位 その他(池 ) 石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 3.80         下端 3.65

石垣高さ
左 1.57            右 2.10

最高 210  最高点位置

石垣勾配
左 0.30           右 0.10

最高地点 0.10 ＼＼
地盤状況 平坦面

―

/

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ヌケ・天端石の欠落

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 切石に近い整形した石を多く用いる。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

・水による影響などにより、
ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 o1012 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位 その他(池 ) 石垣位 置 GЙ当石垣は円内中′醐卜に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 2.80         下端 3.25

石垣高さ
左 2.10           右 0.14

最高 2.10  最高点位置

石垣勾配
左 0.05            右 000

最高地点 005

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 割レ・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 間詰石のヌケあり。全て整形した石。矢六跡あり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ワレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 o1013 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 2.80          下端 2.90

石垣高さ
左 0.08        右 242

最高 242  最高点位置 /1rlA

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 0。10 (Щ

5 Ю ②ユ
勁

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 間詰石のヌケ多し。丁寧に整形した石を用いる。間詰も長方形の石が多い。算木積(高 )。 矢穴跡あり。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 oi014 1地 区 名 1       大池 曲輪 名
|

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

／

／

‐

‐

‐

ヽ

角の形状

右1入角

左 1出角

石垣延長 天端 3.70     下端 3.10

石垣高さ
左 242      右 1つ6

最高 242  最高点位置

石垣勾配
左 0.10           右 0.25

最高地点 0.10

地盤状況 平坦面(池 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 形の揃った石材を用いる。安定している。算木積 (高 )。 矢穴跡あり。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥当石垣は円内中 心部に在する)

天端近くに大木 2本。他面天端に比較して天端ライン揃わず (最 も長い面のためか)、 天端欠損や傾き目立つ。
他面に比べてあまり丁寧に積んでいない。間詰石のヌケあり。

略 図

、1494/佑

天端 23.30        下端 22.40

左 196           右 1.60

打込ハギ・舌L積

小ハ ラミ・ズ レ

破損の要因と破損‖犬況

石垣天端の樹木の影響など
により、カケがみられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、小ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 o1016 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 345     下端 325

石垣高さ
左 ■60           右 272

最高 272  最高点位置

石垣勾配
左 0.30           右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面(池 )

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 安定している。間詰石のヌケあり。整形した石を用いる。所々長方形以外の石材あり。矢穴跡あり。

破損の要因と破損状況
図

0      1      2      3r

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 oi017 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位 その他(池 ) 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下端 0,75

石垣高さ
左 272          右 2.10

最高 272  最高点位置

石垣勾配
左 020           右 0,10

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面(池 )

石材種別 割石・切石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 良好・割 レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 切石に近い丁寧に整形した石。矢穴跡あり。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ワレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 oi018 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(斜面)

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 16.90        下端  16.90

石垣高さ
左 0.05            右 02o

最高 1.00  最高点位置

石垣勾配
左 0.00      右 000

最高地点 0.65

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 比較的大きめの石材使用。

破損の要因と破損状況
略 図

0        5        10m

■テ
(影 X″り

施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

大石の影響などにより、ヌ
ケ、部分崩壊がみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 o1019 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位
一早

石 垣 位 置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

さt彰
角の形状

右 |そ の他(崩 れていて不明)

左 |す り付け(斜面)

石垣延長 天端 2,75 下端 275

石垣高さ
左 0.30            右 040

最高 085  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0,00

最高地点 015

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 方形に近い石材。

破損の要因と破損状況
図

榊 に焔み

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 oと020 1地 区 名 1       大池 曲 輪 名
|

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内「脚心甘Iに在する)

角の形状

右 |その他(不明かすり付け)

左 |そ の他(不明かすり付け)

石垣延長 天端 1,70     下端 170

石垣高さ
左 040      右 併望

最高 050  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 000

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ш期

危 険 度 B

特記事項 oi19に 比べ同じく
｀
らいの大きさの石材。

破損の要因と破損状況
略 図

。施工法等構造上の問題など
により、ズレ、 ヌケ、部分
崩壊がみられる。

・/継
 往

~~~五

I再

~

1“

全景写真 1
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石垣番号 om_001 1地 区 名 1     大松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 道 路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右

左

石垣延長 天端 6.20         下端 6.20

石垣高さ
左 0.55            右 0.00

最高 1,70  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.30

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ・小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 道の土留か ?

破損の要因と破損状況
略 図

ど
ハ

な
小

題

ヽ

問
ケ

の
ヌ
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上

るヽ

造
レ
れ

構
ズ
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等
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法
り
が

工
よ
ミ

施
に
ラ

全景写真 1
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石垣番号 om_002 1地 区 名 1     大松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 位置 ( 中心部 に在す る )

角の形状

右 |す り付け(崩 壊している)

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 5.50         下端 5.50

石垣高さ
左 020      右 040

最高 1.00  最高点位置

石垣勾配
左 0,00           右 000

最高地点 0.00

齢 馨 墳 渭 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 角張つた大石材あ

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

大石の影響などにより、ズ
レがみられる。

図

全景写真 1
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石垣番号 om_003 1地 区 名 1     大松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 土留

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 240     下端 240

石垣高さ
左 012           右 0.39

最高 039  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積正法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 比較的小石材。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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比較的小石材。

略 図

約う珠芝曇

犠 0-       抑

垣位置 G亥Ｍ
財

ヽ

すり付け

天端 240     下端 240

左 0.12           右 0.39

最高 0.39  最高点位置

打込ハギ・乱積

ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

ど
が

な
壊

題
崩

問
分

の
部

上

ヽ

造
レ

構
ズ
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等
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法
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工
よ
ら
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に
み

全景写真 1
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大松山城跡

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′き部に住する)

すり付け

すり付け

天端 1158    下端 11.58

打込ハギ・乱積

t工 瑠, t

破損の要因と破損状況

ど
れ

な
ら

題
み

間
が

の
壊

上
崩

造
分

構
部

等

ヽ

法
り

工
よ

。

施
に
る

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 om_005 1地 区 名 1     大松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 骸 普石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 220         下端 2.20

石垣高さ
左 018           右 0.20

最高 032  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.00

最高地点 000

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 全壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 全壊

特記事項 列石状に斜面に沿つて並ぶ。土留か ?

破損の要因と破損状況
図

全壊 している。

全景写真 1
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石垣番号 ti 001 1地 区 名 1    天神の丸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 郭 ?櫓台 ? 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′齢 [に 在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 430         下端 430

石垣高さ
左 055           右 035

最高 055  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 野面石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 敷石を残して大半が崩壊。本来 1～ 2段 の低石垣 ?

破損の要因と破損状況
図

誓撃tt1/犯態矩娘

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 t,002 1地 区 名 1     天神の丸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中,さ部に在する)

角の形状

右 |す り付け(不明)

左 |す り付け(不明)

石垣延長 天端 3.50          下端 350

石垣高さ
左 0.23           右 020

最高 023  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 000

最高地点 000

地盤状況 土・平坦面

石材種別 野面石

石積工法 その他

石垣現状 全 壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 全壊

特記事項 両端 1～ 3石のみ。当初は列石状の石列 ?

破損の要因と破損状況
略 図

・全壊している。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 筍_003 1地 区 名 1     天神の丸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

I、ト
.1脚    ＼

埜

0

ミ

角の形状

右 |?

左 |?

石垣延長 天端 145 下 端 145

石垣高さ
左 013      右 0.05

最高 0.13  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0,00

最高地点 0,00

＼、ィ|、  Aペト0革I語

＼
地盤状況 土・平坦面

石材種別 切 石

石積工法 その他(不明)

石垣現状 全壊 　ヽ　ゎ
胤

ヽ
ぺ
＼

~~理
A ◇ヽ

5 Ю ②″
脚17

/

構築年代

鞘 _i尉虫危 険 度 全 壊

特記事項 2石 のみ。建物の礎石 ?左は木等で当初の規模不明。

破損の要因と破損状況
図

0___″
__十一―――_――……2どl________… rl

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 吐004 1地 区 名 1     天神の丸跡 曲輪 名
|

石垣部位 郭 ?柊台 ? 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

A ＼ヽ＼ヽ。ご濾角の形状

右 |す り付け(岩 )

左 1出角

石垣延長 ヲミ引帝 7.00          T舅希 7.00

石垣高さ
左 0.90            右 1.00

最 高 ■00  最高点位置

石垣勾配
左 0.05            右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 野面石・割石

石積工法 野面積・乱積 。打込ハギ。乱積

石垣現状 小ハラミ 。ヌケ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 中央～右端まで崩壊。左の天端の木の根で石材ズレ出し。古い野面石の石垣に後に割石で上半を積み直したもの
か ?

破損の要因と破損状況
略 図

i子ヨ:I:写 )

0           1            2           3m

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

・石垣天端の樹木の影響など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

左変曲点
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石垣番号 ti005 1地 区 名 1     天神の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
子 石垣位置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け(石段)

石垣延長 天端 250          下端 250

石垣高さ
左 040       右 060

最高 060  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材角張る。

破損の要因と破損状況
図

７
１

）一ラｒｉ‐‐‐

可
Ｆ

てマ
ー

鶏募
(多 翔 )

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

)A ＼
、

ヽ
.1'鉤    ＼

◇
　
　
オ

比較的丸みのある石材がみられる。

略 図

天端 430     下端 430

最高 1.20  最高点

最高地点 0.10

打込ハギ・乱積

ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、 ヌケ、部分
崩壊がみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

3石のみ残る。

す り付け

天端 1,30     下端 130

野面石・割石

その他(不明)

ズレ・部分崩壊

鋒 機

破損の要因と破損状況

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、部分崩壊がみ
られる。

全景写真 1

Ｑ
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石垣番号 け_008 1地 区 名 1     天神の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
昔
〒 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′と、部に在する)

角の形1犬

右 |す り付け(石段)

左 |す り付け(地山斜面)

石垣延長 天端 2.90         下端 2.90

石垣高さ
左 0.32            右 0,22

最 高 0.40  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 000

地盤状況 斜面

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 大石材も 1つ あるび、小石材、並が混ざる。

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

略 図

漸ヘヌ靱寸

全景写真 1
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石垣番号 五p01 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け(地山)

左 |す り付け(地山)

石垣延長 天端 300         下端 300

石垣高さ
左 0,40           右 014

最高 0.52  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 000

最高地点 0.05

地盤状況 平坦面

石材種別 野面石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 道路段々部の側壁 垣。

破損σ)要因と破損 況
図

O        05        1m
夕、わ減

全景写真 1
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石垣番号 al_002 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

つ

鞭

角の形状

右

一
左

すり付け

入角

石垣延長 天端 102 下端

石垣高さ
左 100            右 0.55

最高 1.32  最高点位置

石垣勾配
左 0,05            右 000

最高地点 0.15

地盤状況 平坦

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ ヌ ケ

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 全体に小石材をルーズに (合端に関係なく石の方向もバラバラで)積んでいる。

破損の要因と破損状況
略 図

0      1       2      3      4      51n

・小石材で築いたことなどに
より、 ズレがみられる。

・小石材の影響などにより隣
接する石垣に、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 �_003 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 土留

角の形状

右 1入角

左1出角

石垣延長 天端 8.00         下端 800

石垣高さ
左 1.04           右 100

最高 115  最高点位置

石垣勾配
左 005            右 005

最高地点 005

地盤状況 その他(道路)

'石材種別 切 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 露岩の組込。小石材が多くズレがみられる。

破損の要因と破損状況
略 図
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全景写真 1
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石垣番号 ai_004 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 143     下端 143

石垣高さ
左 018            右 1.04

最高 110  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.05

最高地点 005
IIb攣 J犬 ,耳 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材での積み上げ。露岩の組込。破損箇所が多い

破損の要因と破損状況
図

0                   3                  10m

・石垣面の樹木の影響などに
より、部分崩壊がみられ
る。

・露岩と築石面の不整合など
により、部分崩壊がみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 a1005 1地 区 名 1     相畑城戸跡 由 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中 心部に在する)

角の形状

右

左 |す り付け(a上006)

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 0.68            右 008

最高 1.10  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.15

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材での積み上げがみられ、ズレがみられる。

破損の要因と破損状況
略

・石垣面の樹木の影響などに
より、部分崩壊がみられ
る。

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

左変曲点
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石垣番号 菰_006 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 6.20         下端 6.20

石垣高さ
左 1.35            右 0.68

最高 1.35  最高点位置

石垣勾配
左 0.10           右 0.00

最高地点 0.10

地盤状況 その他(皆路 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハ ラミ・ズ レ

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 角張った石材や小石材の使用。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。
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全景写真 1
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石垣番号 ai007 1地 区 名 1    相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内 H■ 心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 980         下端 9.80

石垣高さ
左 0,71      右 135

最高 140  最高点位置

石垣勾配
左 010      右 010

最高地点 010

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 不定形。角張つた小石材。比較的乱雑な積み方。

破損の要因と破損状況
略 図

0       1       2       3       4      5m

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケ、小ハラミ、
アヽラミがみられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、 ハラミがみられる。

右変曲点 左変曲点

66



石垣位置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

樹木の影響によリズレが生じる。全体的に石材の大小が混在する。

略 図

O       i       2       8      4      5耐

転＼ き

ざて1)ヽ、

芥ユ、い;聯蒻り

すり付け

天端 7,80         下端 780

アE O.19              ア
= 071

最高 0.96  最高点

0.00           右 0.10

打込ハギ・舌L積

小ハ ラミ

破損の要因と破損状況
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石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 ai009 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 S168    下端 S16.8

石垣高さ
左 112      右 0.20

最高 112  最高点位置

石垣勾配
左 0.12           右 0.00

最高地点 012

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 角張つた小石材を 多用。やや扁平小石材もあり。

破損の要因と破損状況
図

ガ

輪

�ィkメラミ

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケ、小ハラミ、
部分崩壊、カケがみられ
る。

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1 左変曲点
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石垣番号 �_010 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石 lFIは 円内中心部に在す る)

篭
/ /角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 305         下端 305

石垣高さ
左 050           右 H

|

最 高 112  最高点位置 沖 ひ＼′
^

石垣勾配
左 000            右 0.12

}

将
ジ

,

r

|

ヽ

最高地点 0.12

地盤状況 斜 面 ベ

石材種別 割 石

勿
石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ш期

危 険 度 C ク ノ′【てIj        W

特記事項 小石材多用。

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

小石材で築いたことなどに
より、 小ハラミがみられ
る。

全景写真 1

{ __

69



石垣番号 ai_011 1地 区 名 1     相畑城戸跡 由 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 0.80         下端 0.80

石垣高さ
左 0,00           右 0.50

最高 050  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.00

最高地点 000

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 小石材の使用。

破損の要因と破損状況
略 図

脚オ

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 ■ 012 1地 区 名 1     相畑城戸跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′き邪に在する)

/

キ●H |

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

,

|

石垣延長 天端 2.20     下端 2.20
＼

＼

＼

石垣高さ
左 025            右 0.00

最 高 088  最高点位置

石垣勾配
左 000            右 0.00

滅
雨

最高地点 010

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積 歩リノノゐ 武

石垣現状 ヌケ・ズレ・部分崩壊 kくヽ常
構築年代 Ⅲ期

０蟻危 険 度 B

特記事項 樹木により大きく変形する。右スミ部が崩落。

破損の要因と破損状況
図
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・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、 ヌケがみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 a1013 1地 区 名 1     相畑城戸跡 由 輪 名

石垣部位 土留 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右

一
左

すり付け(岩 )

すり付け

石垣延長 天端 340     下端 340

石垣高さ
左 020            右 0.25

最高 0.25  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 000

最高地点 0,00

地盤状況 土 ・ 坦面(ゆ るい傾斜 )

石材種別 野面石

石積工法 その他(不明)

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 野面石を列石状に並べる。本来 1列か ?

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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